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二十歳の門出
令和６年度　山元町二

十歳を祝う会



坂元地区坂元地区

山下地区山下地区

輝く未来へ 二十歳の門出
～令和６年度　山元町二十歳を祝う会～

二
十
歳
の
抱
負

将
来
の
夢
や
目
標
、
ど
ん
な
大
人

に
な
り
た
い
か
を
聞
き
ま
し
た
。

古
こいずみ

泉　匠
しょうご

梧さん
（坂元中卒）

窪
くぼ

　舞
まい

人
と

さん
（山下中卒）

佐
さ

藤
とう

　陽
ひか

里
り

さん
（坂元中卒）

中
なか

木
き

　花
か

恋
れん

さん
（山下中卒）

佐
さ

藤
とう

　悠
ゆう

汰
た

さん
（坂元中卒）

菊
きく

地
ち

　天
あま

音
ね

さん
（山下中卒）

　
春
か
ら
社
会
人
。
理
想
の
社
会
人

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
情
報
系
の
勉
強
を
し
て
い
て
、
将

来
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て

人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　
一
人
暮
ら
し
や
お
店
の
仕
事
に
早

く
慣
れ
て
、
国
家
資
格
を
取
り
美
容

師
と
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
４
月
か
ら
社
会
人
。
い
ろ
い
ろ
な

年
代
の
方
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
パ

ン
職
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
若
い
今
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
や
ご
家
族
、
思
春
期
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
多
く
の
人
と
関
わ

り
、
頼
っ
て
も
ら
え
る
助
産
師
に
な

り
た
い
で
す
。

二十歳の皆さんに
いちごを

寄贈いただきました
・㈱GRA
・㈱一苺一笑
・㈱燦燦園
・㈱S-RABBI

感
謝
を
忘
れ
ず

　
　
　
決
意
を
新
た
に

　

１
月
12
日
、
町
主
催
「
令
和
６
年

度
山
元
町
二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
つ

ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
や
来
賓
の

方
々
が
見
守
る
中
、
色
鮮
や
か
な
振

り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
77
人

が
出
席
し
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

橋
元
町
長
は
式
辞
で
「
現
在
、
日

本
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

社
会
の
変
化
が
あ
る
中
で
、
失
敗
を

恐
れ
ず
、
常
に
向
上
心
を
持
ち
、
新

し
い
こ
と
に
挑
み
続
け
て
く
だ
さ

い
。
時
に
は
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
思

い
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
友
人
、

そ
し
て
地
域
の
仲
間
が
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
出
席
者
を
代
表
し
て
三み

つ

橋は
し

隼は
や

士と

さ
ん（
つ
ば
め
の
杜
西
区
）と
内う

ち

山や
ま

美い
ぶ
き吹

さ
ん（
下
郷
区
）が
「
自
分
だ

け
の
成
功
や
幸
せ
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
互
い
を
認
め
合
い
、
協
力

し
な
が
ら
共
に
未
来
を
紡
い
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
予
測
困
難
な
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
自
然
豊
か
な
山
元
町
で

生
ま
れ
、
生
活
し
た
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
見
守
り
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
念
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
述
べ
、
今

後
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
二
十
歳
を
祝
う

会
実
行
委
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
や
、
幼

少
期
の
写
真
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど

を
題
材
と
し
た
ク
イ
ズ
で
当
時
の
出

来
事
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

問	

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班
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まちの話題  Yamamoto Topics Yamamoto Topics  まちの話題

能登半島地震および台風の被災地を支援
町内小・中学校で募金活動を実施

　町内小・中学校の児童会・生徒会が、昨年度に引き続き、
能登半島地震の被災地を支援しようと校内や町内のスー
パーマーケット前で募金活動を行いました。
　12月18日には、町校長会主催の募金活動報告会が役場
で開催されました。
　報告会には、各校から児童・生徒の代表１人が出席し、
能登半島地震やその後の台風の被害を乗り越えていってほ
しいという気持ちを伝えるとともに、集まった募金を菊池
教育長に手渡しました。
　集まった募金（282,209円）は、子どもたちの応援メッ
セージが綴られた色紙とともに、山元町教育委員会から珠

す

洲
ず

市
し

教育委員会を通して、前回同様、震災遺構中浜小学校
との所縁のある珠洲市立宝

ほうりゅう

立小中学校に送られます。

クリスマスを彩るイルミネーション
「2024コダナリエ」クリスマスイベント

　12月22日、小平農村公園で「2024コダナリエ」クリスマ
スイベントが開催されました。
　当日、会場にはホッキーくんも応援に駆けつけ、岩

い わ

見
み

圭
け い

記
き

実行委員長（小平区）の掛け声で、来場者とともにカウント
ダウン。イルミネーションが一斉に点灯した瞬間「わー！き
れい！」と、会場は歓声と大きな拍手に包まれました。
　ステージでは、ゴスペルグループやシンガーソングライ
ターによるクリスマスソングの演奏のほか、しゃぼん玉
ショーが披露され、クリスマスの夜に華を添えました。

地域の安全を守る決意を新たに
山元町消防出初式

　1月12日、町民グラウンドを会場に山元町消防出初式が
挙行され、消防団員や女性防火クラブ連合会員など約230
人が参加しました。
　橋元町長は「激甚化、頻発化する自然災害に対応するため、
さらなる消防力の充実・強化に努めてまいります」とあいさつ
しました。続いて永

な が

谷
や

和
か ず ひ ろ

浩団長（鷲足区）が「今年度の全国統
一防火標語である『守りたい　未来があるから　火の用心』
を念頭に、より一層の消防技術の向上と練磨を図り、さらな
る住民の生活安

あ ん ね い

寧のため、活動に努められることを期待し
ます」と訓示しました。
　式典内では、消防ポンプ・車両の点検や分列行進が行われ、
各団員は地域の安全を守る決意を新たにしました。

令和７年新年と町制施行70周年の幕開け
花釜の海岸・防潮堤から見た初日の出

　1月1日、新年のスタートを迎える朝日が太平洋の水平
線上にかかる雲を乗り越えて昇り、午前７時過ぎに日の出
を迎えました。
　夜明け前の冷たく澄み渡る空の下、日の出を迎えるため、
花釜の海岸では200人を超える多くの方々が朝日が昇る瞬
間を待ちわび、日の出の瞬間には、思い思いの形で心に刻
みながら、家族や友人などとカメラのシャッターを切り、
思い出を残していました。
　水平線上にある雲の上から朝日が出て、その雲により一
旦途切れて見える海面に真っ直ぐ伸びたオレンジ色の光。
ところどころ雲の隙間から漏れ出る光などが全体で調和し
ながら太陽を支え、新しい一年の始まりを皆で支えあって
祝福しているかのようでした。
　気持ちを新たに、町のより良い未来に向けて新たな一歩
を踏み出し、挑戦と改革を進めていきます。

交通事故ゼロを願って
山元町交通指導隊出初式

　1月12日、町民体育館内の武道館を会場に山元町交通指
導隊出初式が挙行され、隊員など23人が参加しました。
　橋元町長は「昨年は毎月1日・15日の交通指導をはじめ、
コロナ禍で休止していた幼児の交通教室の再開など、年間
を通じて活動していただきました。本年も町民の安全安心
な暮らしを守るため、関係機関と連携を取り合い交通安全
意識の高揚に取り組まれることを期待します」と式辞を述
べました。
　また、小

お

野
の

寺
で ら

三
み つ ひ ろ

浩隊長（山下区）は「交通指導の知識・技
術を一層研鑽し、安全な交通社会の実現を担う一翼となる
よう取り組みます」と訓示しました。 花釜の海岸からの元日の日の出

安全安心な暮らしを守るため活動する
交通指導隊の皆さん

子どもたちのメッセージが綴られた色紙を持つ
菊池教育長（中央）と各校の代表児童・生徒

多くの来場者でにぎわうクリスマスイベント

分列行進をする消防団員と
女性防火クラブ連合会員

さらなる飛躍を誓う
山元町町制施行70周年記念新春賀詞交歓会

　1月9日、つばめの杜ひだまりホールで山元町町制施行
70周年記念新春賀詞交歓会が開催されました。今年２月
１日で町制70周年という記念すべき節目の年を迎えるに
あたり、町議会議員や行政区長、各種委員をはじめ、町内
事業所・企業関係者など約190人が参加しました。
　橋元町長は、新年のあいさつの中で「70周年を迎える
年が、山元町の良さを改めて理解し、郷土への愛着を持つ
きっかけになればと思います。さらなる町の魅力を高め、
引き続き “町民が主人公のまち”の実現に向けて全力で取
り組んでまいります」と飛躍を誓いました。
　新春賀詞交歓会では、亘理山元商工会早

は や さ か

坂正
ま さ

実
み

会長の音
頭で乾杯。地元産のいちごやシャインマスカット、フルティ
カトマトなどが卓上に並んだほか町制施行70周年を記念
して紅白餅も配られ、参加者は和やかに懇談しながら、新
年と町制施行70周年を祝って交流を深めました。

乾杯の発声をする
早坂会長

一丁締めの発声をする
樋
ひ

口
ぐち

太
た

一
いち

区長会長（山寺区）

笑顔で懇談する参加者の皆さん
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Yamamoto Topics  まちの話題

震災伝承活動の取り組みに感謝
語り部４人に復興大臣から感謝状贈呈

　1月15日、震災遺構中浜小学校で語り部活動に取り組む
方々に対し、伊

い

藤
と う

忠
た だ ひ こ

彦復興大臣から感謝状が贈呈されました。
　今回感謝状が贈られたのは、「やまもと語りべの会」の
清
きよしはし

橋富
と み

夫
お

さん（小平区）、岩
い わ

佐
さ

勝
まさる

さん（町区）、髙
た か

橋
は し

健
け ん い ち

一さん（名
取市）、「震災遺構見学ガイド人」の菊

き く

地
ち

正
ま さ

己
み

さん（花釜区）の
4人。震災遺構中浜小学校で行われた贈呈式では、宮城復興
局仙台支所の宮

み や か わ

川賢
け ん

治
じ

次長から受賞者一人一人に感謝状が
手渡され、これまでの取り組みに対し敬意と感謝の言葉が
述べられました。
　髙橋さんは「多くの方に震災遺構中浜小学校に来ていた
だき、目で見て、感じていただくため、今後も語り部の活動
に力を入れていきたいです」と話しました。

食育を楽しく 親子で作る手作り料理
家庭教育支援講座ちびっこひろばきらり☆　親子クッキング

　1月16日、5年ぶりとなる「親子クッキング」が保健セン
ターで行われました。
　これは、家庭教育支援講座ちびっこひろば「きらり☆」の
一環で、食育講座「楽しく作っておいしく食べよう」と題し、
未就学児の親子11組が参加しました。当日は、食生活改善
推進員の協力のもと、カラフルちらし寿司・ちぎってサラダ・
フルーツミルクくずもちの3品を作りました。
　お手伝いが好きという子どもたちは、ハムやチーズを型
抜きしサラダのレタスをちぎったり楽しく調理。「ママと
作るのが楽しい」「型抜きが楽しかった」と話し、保護者
からも「親子で一緒に作れてうれしいです」「家では手の
込んだものがなかなかできないので仕上がりが楽しみで
す」とみんなで作る楽しみを感じていました。

先人たちの思いをつなぐ伝統文化
第26回文化協会推進事業　伝統文化まつり

　1月18日、山元町文化協会主催の「第26回文化協会推
進事業　伝統文化まつり」がつばめの杜ひだまりホールで
開催され、約100人が来場しました。当日は、伝統文化を
テーマに、神楽、おけさ、琴・尺八演奏、民話語りなど4
つの団体が流派の違いや舞がどのような時に踊られてきた
かなどを発表前に説明し、日頃の成果を披露しました。　　
　當

と う

護
ご

稲荷大神楽保存会の伊
い

藤
と う

由
よ し

信
の ぶ

さん（山下区）は、「神
楽はみこしと一緒に行うもので、神社のお祭りの時は地区
と神社それぞれの場所で舞っています」と紹介しました。
来場者からは「普段なかなか見ることのない伝統芸能を
じっくり見ることができてよかったです」との感想があり
ました。

右から宮城復興局の宮川次長と
受賞した清橋さん、岩佐さん、髙橋さん、菊地さん

一生懸命お手伝いする子どもたち

坂元どんずき唄を踊る坂元おけさ保存会

笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら

調
理
す
る
親
子

み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

山
元
町

町
制
施
行
70
周
年

山元町町制施行70周年

7 t h
山 元 町
町制施行

山元町宮城県

人口 11,430 人 世帯数 4,879 戸
（令和６年12月末現在）

仙台市

町の鳥　ツバメ
　町内在住の「日本野鳥
の会」会員に諮問し、そ
の意見を参考に選定委
員会が決定しました。
[昭和60年11月制定]

町の花　ツツジ
　町の野草会など各団
体に諮問し、答申に基
づいて選定委員会が決
定しました。
[昭和60年11月制定]

町の木　黒松
　町制施行20周年を記
念して、町木を町民か
ら公募。そのうち最も
多かった「黒松」を町
木に制定しました。
[昭和50年11月制定]

5大 特産品

りんご 復興芝生シャインマスカットホッキ貝いちご

特
集

　

山
元
町
は
、
2
月
1
日
に
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
30
年
2
月
1
日
に
山
下
村
と
坂
元
村
が

合
併
し
、
新
た
に
「
山
元
町
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
70
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
70
年
間
、
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
や
時
代
と
共

に
多
く
の
変
遷
を
経
て
、
地
域
の
発
展
と
町
民
の
生
活

向
上
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
町
制
施
行
か
ら
の
歴
史
を
改
め
て
振
り

返
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
再
確
認
し
、
町
の

未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
契
機
と
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

70
周
年
の
節
目
を
迎
え
、私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も「
山

元
町
」
が
持
つ
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
民

一
人
一
人
が
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
挑
戦
と
革
新
を
継
続
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
き
た
こ
の
町
の
歴
史
を
大
切

に
し
、新
た
な
町
の
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
は
、
宮
城
県
の
東
南
端
に
位

置
し
、
東
は
直
線
的
な
砂
丘
海
岸
と

な
っ
て
仙
台
湾
に
面
し
、
西
は
阿
武

隈
山
地
の
北
端
を
な
す
丘
陵
地
帯
が

南
北
に
連
な
っ
て
角
田
市
に
接
し
、 

南
は
福
島
県
、
北
は
亘
理
町
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

丘
陵
は
標
高
２
０
０
㍍
～
３
０
０

㍍
の
山
地
で
、
北
部
は
狭
く
南
部
が

広
く
な
っ
て
お
り
、
山
麓
部
は
傾
斜

を
な
し
て
東
部
の
平
坦
地
へ
延
び
、

山
地
と
海
岸
の
間
に
南
か
ら
北
に
耕

地
が
広
々
と
展
開
し
て
い
ま
す
。
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山元町町制施行70周年 山元町町制施行70周年特
集

特
集

2016年8月（⑲） 1985年11月（⑦）

2016年12月（㉑） 1988年4月（⑨）

2011年6月（⑬） 1957年11月（①）

2012年7月（⑮） 1975年6月（③）

2013年3月（⑯） 1975年（④）

2014年12月（⑱） 1980年7月（⑥）

1989年11月（⑩） 旧山下村役場

2005年11月（⑫） 山元町役場

2016年10月（⑳） 1988年2月（⑧）2011年11月（⑭） 1973年12月（②）2014年7月（⑰） 1978年9月（⑤）1999年4月（⑪） 旧坂元村役場

山
元
町
町
制
施
行
70
周
年

山
元
町
の
未
来
へ
、
共
に
歩
む
70
年

昭
和
（
1
9
5
5
年
―
1
9
8
8
年
）

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
●
山
下
、
坂
元
両
村
合
併
に
よ
り
山
元
町
誕
生（
2
月
1
日
）

１
９
５
７（
昭
和
32
）年
●
第
1
回
町
民
体
育
大
会
開
催（
①
）

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
●
山
下
中
学
校
火
災

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
●
中
浜
小
学
校
開
校

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
●
亘
理
高
校
定
時
制
山
下
分
校
閉
校

町
章
・
町
民
歌
を
公
募
に
て
制
定

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
坂
元
小
で
挙
行（
10
月
３
日
）

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
●
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
開
通

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
●
亘
理
消
防
署
山
元
分
署
開
設

や
ま
も
と
音
頭
制
定

明
治
百
年
記
念
山
元
町
誌
第
１
巻
発
刊

１
９
７
３（
昭
和
48
）年
●
役
場
新
庁
舎
落
成（
②
）

１
９
７
４（
昭
和
49
）年
●
県
立
西
多
賀
養
護
学
校
山
元
分
校
開
校

１
９
７
５（
昭
和
50
）年
●
坂
元
支
所
・
公
民
館
焼
失

亘
理
・
山
元
共
立
葬
祭
場
完
成

坂
元
合
同
庁
舎
完
成（
③
）

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
挙
行（
11
月
１
日
）

「
町
の
木
」
制
定

施
設
園
芸（
い
ち
ご
含
む
）が
拡
大（
④
）

議
会
だ
よ
り
「
や
ま
も
と
」
創
刊

１
９
７
７（
昭
和
52
）年
●
第
1
回
町
民
文
化
祭
開
催

１
９
７
８（
昭
和
53
）年
●
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
、
町
民
プ
ー
ル
完
成（
⑤
）

町
民
憲
章
を
制
定

１
９
７
９（
昭
和
54
）年
●
笠
野
海
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

「
広
報
や
ま
も
と
」
第
１
号
発
刊（
復
刊
）

１
９
８
０（
昭
和
55
）年
●
保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
下
公
民
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
⑥
）複
合
施
設
完
成

武
道
館
完
成

１
９
８
２（
昭
和
57
）年
●
防
災
行
政
無
線
開
局

１
９
８
５（
昭
和
60
）年　
●
町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
山
下
公
民
館
で
挙
行（
⑦
）

「
町
の
花
」「
町
の
鳥
」
制
定

野
鳥
の
森
完
成

１
９
８
６（
昭
和
61
）年
●
町
制
施
行
30
周
年
記
念
山
元
町
誌
第
２
巻
発
刊

花
釜
地
区
農
業
集
落
排
水
汚
水
処
理
場
供
用
開
始

１
９
８
８（
昭
和
63
）年
●
第
１
回
ホ
ッ
キ
祭
り
開
催（
⑧
）

北
海
道
伊
達
市
と
ふ
る
さ
と
姉
妹
都
市
を
締
結（
⑨
）

平
成
（
１
９
８
９
年
―
２
０
１
７
年
）

１
９
８
９（
平
成
元
）年
●
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館（
⑩
）

１
９
９
０（
平
成
２
）年
●
ふ
る
さ
と
伝
承
館
完
成

１
９
９
１（
平
成
３
）年
●
東
街
道
を
「
ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン
」
と
命
名

１
９
９
２（
平
成
４
）年
●
県
道
相
馬
亘
理
線
を
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
ン
」
と
命
名

１
９
９
３（
平
成
５
）年
●
亘
理
清
掃
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

１
９
９
４（
平
成
６
）年
●
伊
達
開
拓
ふ
る
さ
と
従
兄
弟
サ
ミ
ッ
ト
を
山
下
公
民
館
で
開
催

坂
元
中
学
校
新
校
舎
完
成

１
９
９
５（
平
成
７
）年
●
深
山
山
麓
少
年
の
森
完
成

１
９
９
６（
平
成
８
）年
●
牛
橋
公
園
全
面
完
成

１
９
９
９（
平
成
11
）年
●
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
号
」
運
行
開
始（
⑪
）

伊
達
開
拓
ふ
る
さ
と
従
兄
弟
ス
ポ
ー
ツ
祭
山
元
大
会
を
開
催

２
０
０
１（
平
成
13
）年
●
第
56
回
国
体
軟
式
野
球
競
技
を
牛
橋
公
園
野
球
場
で
開
催

農
産
物
直
売
所
「
夢
い
ち
ご
の
郷
」
開
設

２
０
０
２（
平
成
14
）年
●
山
下
中
学
校
校
舎
完
成

２
０
０
５（
平
成
17
）年
●
町
制
施
行
50
周
年
記
念
町
誌
第
３
巻
発
刊（
⑫
）

２
０
１
１（
平
成
23
）年
●
東
日
本
大
震
災
発
災

皇
太
子
ご
夫
妻（
当
時
）が
来
町
。
山
下
中
学
校
避
難
所
を
ご
訪
問（
⑬
）

プ
レ
ハ
ブ
の
役
場
仮
庁
舎
が
完
成（
平
成
31
年
ま
で
の
８
年
間
）

震
災
後
初
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
産
業
祭
」（
⑭
）

２
０
１
２（
平
成
24
）年
●
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
開
催

八
重
垣
神
社
「
お
天
王
さ
ん
祭
り
」
復
活（
⑮
）

２
０
１
３（
平
成
25
）年
●
中
浜
小
学
校
閉
校（
⑯
）

２
０
１
４（
平
成
26
）年
●
牛
橋
公
園
が
復
旧
完
了
し
、
再
開
園（
⑰
）

磯
浜
漁
港
で
本
格
的
な
漁
の
再
開

常
磐
自
動
車
道
山
元
Ｉ
Ｃ
〜
浪
江
Ｉ
Ｃ
間
開
通（
⑱
）

２
０
１
５（
平
成
27
）年
●
新
市
街
地
の
宅
地
分
譲
引
き
渡
し
開
始

２
０
１
６（
平
成
28
）年
●
つ
ば
め
の
杜
大
橋
開
通
・
つ
ば
め
の
杜
中
央
公
園
供
用
開
始

つ
ば
め
の
杜
保
育
所
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
開
所
・
供
用
開
始

山
下
第
二
小
学
校
落
成（
⑲
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
所

つ
ば
め
の
杜
地
区
・
新
坂
元
駅
周
辺
地
区
ま
ち
び
ら
き（
⑳
）

Ｊ
Ｒ
山
下
駅
前
に
大
規
模
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｒ
常
磐
線（
相
馬
〜
浜
吉
田
駅
間
）運
転
再
開（
㉑
）

町
内
沿
岸
部
３
カ
所
防
災
公
園
完
成

２
０
１
７（
平
成
29
）年
●
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
「
大
地
の
塔
」
除
幕
式

常
磐
自
動
車
道
山
元
南
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
完
成

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

山
元
町
防
災
拠
点
･
山
下
・
坂
元
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
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山元町町制施行70周年 山元町町制施行70周年特
集

特
集

2023年8月（㉛）

2025年1月（㉝）

2019年5月（㉕）

2021年1月（㉗）

2021年3月（㉘）

2021年6月（㉚）

2018年7月（㉒）

2019年2月（㉔）

2024年11月（㉜） 2020年9月（㉖）2021年4月（㉙） 2018年11月（㉓）

時期（予定） 事業名 場所 担当課
1月9日 令和7年新春賀詞交歓会 つばめの杜ひだまりホール 総務課

2月22日～24日 やまもと夢いちごの郷6周年記念感謝祭 やまもと夢いちごの郷 商工観光交流課
4月1日～ ご当地ナンバー（原付）交付 町民生活課・坂元支所 税務課

7月中旬～下旬 やまもとひまわり祭り 笠野地区ほ場 商工観光交流課
11月 功労者表彰式 つばめの杜ひだまりホール 総務課

秋ごろ (仮)大條家茶室 「此君亭」
やまもとふれあい茶会 大條家茶室 「此君亭」 生涯学習課

※今後、上記以外の事業についても実施する場合があります。

山元町町制施行70周年記念事業

その他の取り組み

山元町町制施行70周年記念の冠称を使用して実施する事業

●「山元町町制施行70周年記念」の横断幕の掲示
　（役場庁舎、やまもと夢いちごの郷、山下第二小学校東側ネットの3箇所に掲示）

　町民の皆さんと町を挙げてその足跡を振り返り、「明るく住みよい和のある町」を目指すとともに、「キラ
リやまもと！みんなで つくる笑顔あふれるまち」の実現に向け、記念事業など下記のとおり行っています。
　町または各種団体や事業者が毎年主催している既存事業や新たに企画立案し実施する事業のうち、記念
事業としてふさわしい事業に「山元町町制施行70周年記念」の冠を付け実施しています。
（山元町町制施行70周年記念日である令和7年2月１日のひと月前である令和７年１月１日から令和7年12 月31日までの１年間）

　山元町が町制を施行して、令和7年2月１日で70周年という記念すべき節目を迎えることができまし
た。この佳節を町民の皆さまと迎えられたことに大きな喜びを感じるととともに、心より感謝を申し
上げます。
　70年という長い道のりには、幾多の試練や困難がありましたが、先人の英知とたゆみない努力によっ
て、今日の山元町があります。

山元町長　橋   元 　伸   一

さらなる町の発展を目指して

平
成
（
２
０
１
８
年
―
２
０
１
９
年
）

２
０
１
８（
平
成
30
）年
●
山
元
東
部
地
区
の
整
備
事
業
完
了
し
、
営
農
を
再
開

第
１
回
や
ま
も
と
ひ
ま
わ
り
祭
り
開
催（
㉒
）

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
再
開

歴
史
民
俗
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
「
線
刻
壁
画
」

一
般
公
開
開
始（
㉓
）

第
１
回
町
民
綱
引
き
大
会
開
催

２
０
１
９（
平
成
31
）年
●
農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」
オ
ー
プ
ン（
㉔
）

令
和
（
２
０
１
９
年
―
２
０
２
５
年
）

２
０
１
９（
令
和
元
）年
●
役
場
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

役
場
新
庁
舎
開
庁
式
開
催（
㉕
）

２
０
２
０（
令
和
２
）年
●
Ｊ
Ｒ 

常
磐
線
が
９
年
ぶ
り
に
全
線
で
運
転
再
開

震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
一
般
公
開
開
始（
㉖
）

２
０
２
１（
令
和
３
）年
●
農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」
フ
ー
ド
コ
ー
ト

オ
ー
プ
ン（
㉗
）

県
道
相
馬
亘
理
線
が
二
線
堤
道
路
と
し
て
全
線
開
通（
㉘
）

東
日
本
大
震
災
10
周
年
追
悼
式
開
催

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
被
災
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
行ぎ

ょ
う
こ
う
け
い

幸
啓
を
実
施

坂
元
中
学
校
・
山
下
中
学
校
を
再
編
・
閉
校
し
、
山
元
中
学
校
が
開
校（
㉙
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー（
㉚
）

２
０
２
３（
令
和
５
）年
●
町
民
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン（
㉛
）

２
０
２
４（
令
和
６
）年
●
大お

お
え
だ條
家け

茶
室
「
此し

君く
ん

亭て
い

」
修
復
工
事
完
了
し
、
一
般
公
開
開
始（
㉜
）

２
０
２
５（
令
和
７
）年
●
町
制
施
行
70
周
年
記
念
新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催（
㉝
）

　人口減少や少子高齢化という大きな課題を見据えながらも、魅力
を高め、住みたい、住み続けたいと感じられるまちづくりのため、
町の未来に向けた新たな挑戦と改革を進め、誰もが安心・安全に暮
らし、希望を持ち笑顔が輝く「町民が主人公のまち・山元町」の実
現に向け、全力で取り組んでまいります。
　70年の節目をまちの魅力をさらに高めていくための機運を創る絶
好のチャンスと捉え、輝かしい未来へ新たな一歩を踏み出すスター
トとして、これまでの歴史を振り返り、その重みを実感しながら、
町民の皆さまと一緒に祝えるようさまざまな冠称事業を進めてまい
りますので、ご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

問 総務課 総務班　☎37-1111
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令
和
７
年
１
月
か
ら
町
民
バ
ス
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た

Yamamoto Information Yamamoto Information

案
内
冊
子「
山
元
町
の
地
域
公
共
交
通
」

町
民
バ
ス
な
ど
の

最
新
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
12
月
４
日
、
み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同

組
合
か
ら
母
子
健
康
手
帳
ケ
ー
ス
50
個

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
支
援
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
共

済
の
地
域
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
寄
贈
品
は
、
母
子
健
康
手
帳
や
診
察

券
、
カ
ー
ド
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る

も
の
を
ひ
と
ま
と
め
に
で
き
る
マ
ル
チ

ケ
ー
ス
で
、
妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の

方
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
作
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

　
今
後
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊

婦
さ
ん
へ
配
布
し
ま
す
。

問	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

	

こ
ど
も
家
庭
班

	

☎
36
‒
７
6
4
4

　
1
月
6
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
定

時
定
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
整
理
統
合
し
た
、
新
た

な
運
行
形
態
に
よ
る
町
民
バ
ス
の
実

証
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
実
証
運
行
で
は
、
予
約
運
行
型
は

町
内
全
域
を
普
通
乗
用
車（
乗
車
定

員
10
人
）で
、
定
期
運
行
型
は
、
こ

れ
ま
で
利
用
者
が
多
か
っ
た
区
間
を

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
運
行
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
、
福
祉

有
償
運
送
や
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
、

民
間
地
域
交
通
と
の
共
存
・
役
割
分

担
を
行
い
、
新
た
に
案
内
冊
子
「
山

元
町
の
地
域
公
共
交
通
」
を
作
成
し

配
布
し
て
い
ま
す
。

町
民
バ
ス
【
予
約
運
行
型
】

（
こ
れ
ま
で
の
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
」
に
当
た
り
ま
す
）

〇�

運
行
時
刻
中
の
ご
希
望
の
時
間
帯

を
予
約
し
て
、
他
の
予
約
者
と
乗

合
で
、
自
宅
と
目
的
地
近
く
の
指

定
乗
降
場
所
間
の
往
復
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
。

〇�

通
院
や
買
い
物
利
用
の
多
い
日
中

の
時
間
帯
に
「
予
約
便
」、
登
下

校
時
間
帯
に
小
・
中
学
生
の
「
通

学
便
」
を
運
行
し
ま
す
。

町
民
バ
ス
【
定
期
運
行
型
】

（
こ
れ
ま
で
の
「
町
民
バ
ス（
定
時
定

路
線
バ
ス
）」
に
当
た
り
ま
す
）

〇�

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト

を
、
定
め
ら
れ
た
時
刻
に
運
行
し

ま
す
。

〇�

町
内
の
通
学
や
通
勤
利
用
の
多
い

区
間（
国
道
６
号
沿
線
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
各
駅
経
由
）を
中
心
に
運
行
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
12
月
25
日
、
１
人
が
欠
員
と
な
っ

て
い
た
農
業
委
員
を
町
長
よ
り
新
た
に
任
命
し

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員

　
関せ

き　
博ひ

ろ

孝た
か

さ
ん（
小
平
区
）

任
期

　
令
和
６
年
12
月
25
日
〜
令
和
９
年
１
月
28
日

　
今
後
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
で
連
携
し
、
本
町
の
農
地
利
用
の
最
適
化

（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問	

農
業
委
員
会
事
務
局 

総
務
班

	

☎
37
‒
５
１
１
７

保
護
者
・
住
民
向
け
「
再
編

小
学
校
に
関
す
る
説
明
会
」

開
催
を
延
期
し
ま
す

　
広
報
や
ま
も
と
１
月
号
で
各
小
学
校
を
会
場

に
２
月
14
日
・
15
日
・
16
日
の
予
定
で
保
護
者
・

住
民
の
方
々
を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
開
催
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
催
を
延
期
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
開
催
日
の
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
ま
り
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問	

教
育
総
務
課 

総
務
班

	

☎
37
‒
５
１
１
５

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、
３
歳
か

ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も

と
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
の
幼
稚
園
や
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
所
な
ど
の
費
用
を
一
部
無

償
化
す
る
制
度
で
す
。

　
令
和
７
年
４
月
に
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も

園（
教
育
標
準
時
間
認
定
）な
ど
に
入
園
す
る

児
童
が
い
る
場
合
は
、
申
請
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園（
保
育

認
定
）に
入
所
が
決
定
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

町
内
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
教
育
標

準
時
間
認
定
）に
入
園
す
る
方

　
各
施
設
で
配
布
さ
れ
る
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

町
外
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
入

園
す
る
方

　
申
請
書
類
を
子
育
て
定
住
推
進
課
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

※ 
年
度
途
中
の
入
園
の
場
合
は
随
時
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問	

子
育
て
定
住
推
進
課

	

子
育
て
定
住
推
進
班

	

☎
36
‒
9
8
3
5

対
象
者

　
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）現

在
、
山
元
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

世
帯
全
員
が
、
令
和
６
年
度
分
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

※ 

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
の
世
帯

は
除
か
れ
ま
す
。

※ 

当
該
給
付
金
の
要
件
に
森
林
環
境

税
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

支
給
金
額

　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

　
対
象
と
な
る
世
帯
に
18
歳
以
下
の

児
童
が
い
る
場
合
は
、
児
童
１
人
に

つ
き
２
万
円
加
算

支
給
方
法

　
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
今
月
中

旬
以
降
に
「
確
認
書
」
ま
た
は
「
申

請
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
期
限
ま
で
に
保

健
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

　
本
人
確
認
書
類
な
ど

申
請
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

問	

保
健
福
祉
課 

福
祉
班　

	

☎
37
‒
１
１
１
３

（
こ
れ
ま
で
の
「
町
民
バ
ス
時
刻
表
」
を
含
み
ま
す
）

　
今
回
の
町
民
バ
ス
運
行
改
正
に
併
せ
、
町
民
バ
ス

の
運
行
内
容（
時
刻
表
や
利
用
方
法
な
ど
）だ
け
で
な

く
、
町
が
行
っ
て
い
る
移
動
支
援
事
業
や
、
民
間
の

地
域
交
通
事
業
の
情
報
を
含
め
た
、
案
内
冊
子
「
山

元
町
の
地
域
公
共
交
通
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
冊
子
は
、
昨
年
末
の
文
書
配
達
で
各
戸
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
町
民
生
活
課
、
坂
元
支
所
や
町
民
バ

ス
車
内
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
の
目
的
や
、
ご
自
身
の
状
況
に
応
じ
た

交
通
手
段
の
選
択
、使
い
分
け
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問	

町
民
生
活
課 

生
活
班　
☎
37
‒
1
1
1
2

新
し
い
農
業
委
員
を

紹
介
し
ま
す

幼
児
教
育・保
育
無
償
化
の

お
知
ら
せ

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

給
付
金
支
給
の
お
知
ら
せ

大堀代表理事組合長（左）と橋元町長

み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同

組
合
か
ら
母
子
健
康
手
帳

ケ
ー
ス
の
寄
贈　

詳しい利用方法
や運行方法は、
町HPか ら も 確
認できます

山下駅での通勤（通学）利用の状況

予約運行型（通学便）を利用する小学生

定期運行型定期運行型

町民バス

予約運行型予約運行型

実
証
運
行
開
始
前（
令
和
6
年
12
月
以
前
）に
購

入
し
た「
定
期
券
」「
回
数
券
」利
用
の
お
知
ら
せ

　

定
期
券
は
券
面
表
示
の
期
間
ま
で
、
回
数
券

は
６
カ
月
間（
令
和
6
年
6
月
末
）、
区
分
に
応

じ
ご
利
用
で
き
ま
す（
追
加
料
金
不
要
）。

　

不
明
な
点
は
、
町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

注 

意
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今が旬の山元のいちご狩り情報

【移転募集・一般募集】町営住宅入居者募集のお知らせ

Yamamoto Information Yamamoto Information

　町内の農園では、いちご狩りが好評開催中です。「高設ベンチ栽培」のため、無理のない姿勢でいちご狩
りを楽しめ、連日、甘くてジューシーないちごを求めて多くの人でにぎわっています。

　次のとおり町営住宅への入居者を募集します。当面の間、町営住宅４団地（藤田・桜田・名生東・寺前住宅）
に入居されている方の移転募集も同時に行います。
申込対象者
　町営住宅４団地（藤田・桜田・名生東・寺前住宅）に現在お住まいの世帯および一般世帯
※申込数が募集戸数を超える場合は抽選で決定します。
申し込み方法
　申込書に必要事項を記載の上、宮城県住宅供給公社入居管理課宛てに郵送してください。
※3月12日(水)消印有効
※移転募集対象者には、申込書を2月28日(金)夕方にご自宅へお届けします。
申込期間
　3月1日(土)～3月12日(水)※先着順ではありません。
募集戸数

問 建設課 都市計画・住宅班　☎29-8005

問 商工観光交流課 観光交流推進班　☎36-9837

　農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」でいちご狩りの受け
付けをする際に「震災遺構中浜小学校」入場券の半券を提示する
と「いちご狩り100円キャッシュバック券」を発行します。
※直接、農園をご利用の場合は対象外となります。　

住宅団地 立地

連棟
(2戸1棟) 戸建 中層集合

(3階建て)

2DK 2LDK 2DK
(身障者)

2LDK
(身障者) 2LDK 3LDK

つばめの杜住宅 山下駅周辺 3 5 ― 1 1 1
桜塚住宅 宮城病院北 ― ― 1 ―
町東住宅 坂元駅周辺 ― 1 ― ―

※世帯人数に応じて選べる間取りが決まります。
※住宅団地内の具体的な部屋の場所は選べません。

　
１
月
７
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
が
役
場

で
行
わ
れ
、
新
た
に
神
奈
川
県
川
崎
市
か
ら
三み

つ
え
だ枝
孝た

か
ゆ
き之
さ
ん

が
協
力
隊
員
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
三
枝
さ
ん
は
、
町
の
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
新
た
な
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
担
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
企
画
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
運
営
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

し
ま
す
。　

　

委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
三
枝
さ
ん
は
、「
山
元
町
で
活
動

で
き
る
こ
と
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
他
の
隊
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
古
民
家
を

活
用
し
た
事
業
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
欲
を

語
り
ま
し
た
。

　
橋
元
町
長
は
「
町
の
未
来
を
切
り
開
く
“
期
待
の
星
”
で

す
。
新
た
な
視
点
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
町

と
町
外
の
人
々
が
交
流
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
や
「
い
き
い

き
・
わ
く
わ
く
挑
戦
で
き
る
風
土
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
令
和
６
年
度
か
ら
本
格
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
三
枝
さ

ん
の
活
躍
に
よ
り
、
地

域
の
課
題
解
決
や
新
た

な
魅
力
の
創
出
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
問	

企
画
財
政
課 

企
画
班

	

☎
37
‒
１
１
１
８

　
農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の

郷
」
が
、
2
月
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
6
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
直
売
所
で
は
、
こ
の
開
店
6
周
年
記
念
と
日

頃
の
御
愛
顧
に
感
謝
し
、「
6
周
年
記
念
感
謝

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、「
完
熟
い
ち
ご
」
や
冬
の
味
覚

「
ホ
ッ
キ
貝
」
が
感
謝
価
格
で
販
売
さ
れ
る
ほ

か
、
日
頃
、
観
光
物
産
振
興
で
連
携
す
る
名
亘

地
域（
名
取
市
・
岩
沼
市
・
亘
理
町
）の
事
業
者

に
よ
る
地
場
産
品
の
特
設
販
売（
9
時
30
分
か

ら
16
時
）も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　
2
月
22
日
㈯
〜
24
日（
月
・
振
）

　
　
　
9
時
30
分
〜
17
時

場
所　
山
元
町
農
水
産
物
直
売
所

　
　
　
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」

主
催　
㈱
や
ま
も
と
地
域
振
興
公
社

問	

商
工
観
光
交
流
課 

観
光
交
流
推
進
班

	

☎
36
‒
9
8
3
7

　

３
月
11
日
㈫
は
「
み
や
ぎ
鎮
魂

の
日
」
と
「
山
元
町
鎮
魂
の
日
」

で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
14
年

を
迎
え
る
3
月
11
日
に
、
震
災
の

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
追
悼
と
、

復
興
の
完
遂
お
よ
び
町
の
発
展
を

誓
い
、
町
主
催
に
よ
る
追
悼
行
事

を
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

自
由
献
花

　
ど
な
た
で
も
献
花
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
献
花
用
の
花
は
、
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
11
日
㈫　
10
時
〜
16
時

場
所　
慰
霊
碑
「
大
地
の
塔
」（
旧
J
R 

山
下
駅
跡
地
）

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
お
よ
び
黙
と
う

　
追
悼
の
意
を
込
め
て
、
地
震
発
生
時
刻
の
14
時
46
分
か
ら
1

分
間
、防
災
行
政
無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
3
月
11
日
㈫　
14
時
46
分（
1
分
間
）

場
所　
町
内
全
域

問	

総
務
課 

総
務
班　
☎
37
‒
１
１
１
１

　
震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
で
は
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
無
料
で
館
内
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
無
料
入
館
日
の
た
め
、
語
り
部
に
よ
る
ガ

イ
ド
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問	
生
涯
学
習
課�

生
涯
学
習
班　
☎
36
‒
8
9
4
8

東
日
本
大
震
災
14
周
年

追
悼
行
事
の
お
知
ら
せ

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

着
任
し
ま
し
た

橋元町長と三枝さん（右）

いちご販売の特設会場
（写真は昨年の5周年記念感謝祭）

山
元
町
町
制
施
行
70
周
年

や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷

6
周
年
記
念
感
謝
祭
！

震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
特
別
開
館
日
の
お
知
ら
せ

　産地ならではの完熟いちごをぜひご賞味ください。
　農園の開園期間や料金など詳しくは、農水産物直売所「やまもと
夢いちごの郷」までお問い合わせください。

やまもと夢いちごの郷ホームページ
　いちご狩りのご案内はこちらをご覧ください。
問 農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」
 ☎38-1888

震災遺構中浜小学校来場特典

5月6日（火）までの期間限定　いちご狩り 100円OFF
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令和７年４月から「プラスチック資源」の出し方が一部変更になります令和７年４月から農地の貸し借りの手続きが変わります

Yamamoto Information Yamamoto Information

❶プラスチック以外の素材が使用されているものは、プラスチック資源として出すことができません。

❷製品の一部に金属が使用されている製品や電池、電気で動くものは「複合素材製品類」になります。

❸電池を取り外せないものや刃物は「有害・危険ごみ」になります。

❹一辺の長さが50cm以上のものは「粗大ごみ」になります。

❺汚れが落ちないものは「燃えるごみ」になります。

❻  プラスチック素材100％でできたものは、まとめて同じリサイクル資源袋に入れて集積所に出して
ください。

　詳しくは、町ホームページまたは2025年度ごみ収集カレンダーをご確認ください。

商品や製品の包装または容器となっているもの
　例：卵パック、シャンプーボトル、食品トレイなど

製品そのものが全てプラスチック素材でできているもの
　例：洗面器、タッパー、クリアファイルなど

　プラスチック使用製品の資源化については「プラスチックに係る資源循環の促進
などに関する法律」に基づき実施しています。
　正しい分別を行うことでより多くのプラスチック製品が資源化され、可燃ごみの
減量化や温室効果ガスの削減につながることとなりますので、皆さんのご協力をよ
ろしくお願いします。

問 町民生活課 生活班　☎37-1112

問 農業委員会事務局　☎37-5117

　現在、プラスチック製品の一部に金属が含まれているものも「プラスチック資源」として回収されてい
ますが、スプレー缶や電池式おもちゃなど対象外の物品が多く混入されている状況にあるため、４月から

「プラスチック素材100％」のみの回収に限定されます。
　これに伴い、一部にネジやバネなどの金属が使用されているものは、プラスチック資源として出せなく
なります。
　また、対象外となる物品の混入は、収集時の火災事故の原因や処理の支障にもなるため、プラスチック
資源として出さずに、正しい分別の徹底にご協力をお願いします。

　国の法改正により、地域農業の将来像を示した「地域計画」を全国の市町村において令和７年3月末ま
でに策定することが義務付けられています。
　「地域計画」とは、地域において10年後に誰がどこでどのように農業を進めていくのかを地域で話し合
い、農地の集約方法などを明確化し、目指すべき姿を示した目標地図と合わせた計画となっています。
　「地域計画」の公告後から農地の貸し借りは農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定による相対契
約は廃止となり、みやぎ農業振興公社による賃借契約または農地法第３条による申請が必要となります。
※ 利用権設定は、地域計画が策定され公告される月の総会（令和７年３月10日受付）まで、新規および更新

の契約が可能です。また、地域計画の公告前に利用権設定をした契約については、設定した期間満了日
まで有効となります。

⑴ 農業経営基盤強化促進法による利用権設定（相対契約）
　 農地法第３条よりも簡易な手続きで農地の賃借ができ、契約の期間が終了すれば貸し手に返還されます。
⑵ 農地法第３条による申請
　  農地法第３条に基づき、農業委員会へ申請を行う手法です。審査により許可を受けることができれば

賃借を行うことができます。
⑶ 農地中間管理機構による賃借契約
　  農地中間管理機構（みやぎ農業振興公社）が、農地を貸したい人から借り受けて、借り手に対して貸付す

る事業となっています。
　 貸し手⇒みやぎ農業振興公社⇒借り手

プラスチック資源として回収できるもの

出し方のポイント

お願い

参考例

「第3回みやぎ災害伝承ポスターコンクール」で最優秀賞を受賞
　東日本大震災をはじめとする過去の災害の記憶と教訓に触れ、次なる
災害が起きた際に命を守る行動に生かすことを目的として、「みやぎ災
害伝承ポスターコンクール」（県主催）が開催され、震災遺構中浜小学校
をテーマにポスターを描いた原

はらまさ

雅貴
たか

さん（お人形社幼稚園年長組／仙台
市）が最優秀賞を受賞しました。
休館日のお知らせ
　2月10日（月）・17日（月）・25日（火）
※2月24日（月）は振替休日のため開館し、翌日が閉館日となります。
■入館者数（11月・12月）� 2,973人
■総入館者数（令和6年12月末現在）� 86,939人

問 生涯学習課�生涯学習班　☎36-8948

震災遺構中浜小学校からのお知らせ
yamamotoshinsaiikou

貸し手のメリット 受け手のメリット
公的機関が農地を預かるので安心です。
契約期間の終了時に農地は返却されます。

農地を安定的に借り受けできます。
賃料支払いや契約事務は公社による一本化が可能です。

現在の農地賃借の手法 今後の貸借の手法
⑴ 農業経営基盤強化促進法による利用権設定（相対契約） 令和7年3月10日の受付で廃止
⑵ 農地法第３条による申請 引き続き申請できます
⑶ 農地中間管理事業による賃借契約 引き続き申請できます
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「山元町のお宝発見！おらほさこらいん！活動発表会」
令和６年度　地域ふれあい支え合い活動報告会のお知らせ

元気アップポイント交換のお知らせ

みんなでつくる　 元気やまもとみんなでつくる　 元気やまもと

各種健診（検診）の申し込み受け付けのお知らせ各種健診（検診）の申し込み受け付けのお知らせ

骨粗しょう症検診のお知らせ骨粗しょう症検診のお知らせ

子宮頸がん予防（HPV）ワクチンキャッチアップ接種期間が延長されます子宮頸がん予防（HPV）ワクチンキャッチアップ接種期間が延長されます

問�保健福祉課　健康推進班　☎37-1113

問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

　令和７年度分の各種健診（検診）の申し込みを行います。
　申し込み案内は、２月上旬に順次郵送しますので、同封する「令和７年度山元町健診（検診）のご案内」
を確認の上、受診を希望する方は、申込はがきを期限までに保健福祉課に提出ください。
申し込み方法　次のいずれかの方法で申し込みください。
 ①保健福祉課の窓口に直接申込はがきを提出
 ②申込はがきに個人情報保護シールを貼り、郵送で提出
申 込 期 限　２月17日（月）

　骨粗しょう症検診の受診期間は2月28日（金）までとなっています。自分の体の状態を確認するためにも
期間内にぜひ受診しましょう。
対 象 者　 令和6年11月１日時点、町内に住所を有する方で、41歳・46歳・51歳・56歳・61歳・66

歳・71歳の女性（対象年齢は令和６年度中の満年齢です）
 ※対象者には11月ごろ受診票を送付しています。
個人負担金	 山元町国民健康保険加入者　無料
 上記以外の方　900円
検 診 期 限　2月28日（金）
実施医療機関	 浅生原クリニック・ひらたクリニック・松村クリニック・宮城病院
 ※受診には事前予約が必要です。
　受診を希望する医療機関に直接予約してから受診してください。

　HPVワクチンの積極的勧奨の差し控えにより、定期予防接種を受けられなかった方を対象に、キャッ
チアップ接種を実施しています。キャッチアップ接種の期限は、令和7年3月31日までとなっていました
が、以下の条件を満たす方は接種期限が１年延長されます。
　また、現在、定期接種対象者の高校１年生相当（平成20年度生まれ）の方も同様に延長されます。
対 象 者
　 下記の①②の方で、令和4年4月1日～令和7年3月31日までにHPVワクチンを
１回以上接種し、接種が完了していない方
①キャッチアップ接種対象者（平成9年4月2日～平成20年４月1日生まれの女性）
②令和６年度高校１年生相当者（平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれの女性）
接種期間　令和8年3月31日（１年間の延長）
費 用　２回目以降の接種無料

　本町の高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合）は、42.3％（令和６年３月末現在）と、県内で
４番目に高い状況ですが、元気に地域で活躍している高齢者がたくさんいます。
　住み慣れた場所でいつまでも自分らしく過ごすためには、住民皆さんが支え合
う地域活動への参加がとても重要です。すでに地域活動に参加している方、地域
活動に関心のある方、どなたでも参加可能ですので、ぜひご参加ください。
日 時　３月６日（木）　10：00～12：00（受付時間　9：45～）
場 所　つばめの杜ひだまりホール１階　文化研修ホール
内 容 〇オープニング：「オラータ」によるオカリナ演奏
 〇講演：「共生社会実現に向けて～皆が住みやすい地域づくり～」
 　　　　講師　認定NPO法人 杜の伝言板ゆるる　副代表理事　真壁さおり氏
 〇活動報告：３つの地域から支え合い活動の発表
申し込み方法　2月28日（金）までに保健福祉課に電話で申し込みください。（参加費無料）

※ 駐車場の利用は、つばめの杜ひだまりホールまたはホール南側の山下駅前駐車場（有料）をご利用くだ
さい。会場受付で駐車券を提出いただくと無料でご利用できます。

　令和６年度元気アップポイント事業は、１月31日（金）で終了しました。
　本事業に申し込み、ポイントを記念品と交換していない方は、記録表に歩数を記入し、ポイントシー
トと一緒に保健福祉課窓口までご持参ください。
交換期限　2月28日（金）17時まで

問�保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

問�保健福祉課 健康推進班　☎37-1113問�保健福祉課 福祉班　☎37-1113

髙
た か

田
だ

　ケイ子さん（下郷区）
　娘さんからのプレゼントのマフラーを身に着け、
素敵な笑顔を見せる髙田さん。入所している施設
では、好き嫌いなく何でも食べ、本を見たり塗り絵
をしたり楽しみながら過ごしているそうです。
　「皆さんに良くしてもらって幸せ者です」と笑顔
で話していました。

齋
さ い と う

藤　恒
つ ね

夫
お

さん（鷲足区）

　朝起きるとカーテンを開けて、自分のことは何
でもして、数年前まで自作の籠を配っていたとい
う手先が器用な齋藤さん。現在はデイサービスで
塗り絵をするのが大好きで、お孫さんたちなどか
ら「100歳のお祝いしてもらって嬉しかった」と話
していました。

髙田さんと橋元町長 橋元町長と齋藤さん

祝100歳　　いつまでもお元気で
～町から敬老祝い金と記念の盾、鉢花が贈られました～

プレアライバルコール
（現場到着前電話連絡）

通信指令室

通報者・関係者

出動救急車

119番通報

氏名・生年月日・年齢・症状・病歴など

出動指令
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子育てマネー講座子育てマネー講座 作ってあそぼう作ってあそぼう～ビー玉迷路～～ビー玉迷路～

子ども・子育てイベント情報子ども・子育てイベント情報 !!!!NPONPO法人子育てひろば夢ふうせんイベント法人子育てひろば夢ふうせんイベント
 問 �☎080-2813-3695（佐藤）

子育てサロン子育てサロン 乳幼児から始まる性教育乳幼児から始まる性教育

【掲載情報の見方】　時日時　場 �場所　講 ��講師　対 ��対象　定 ��定員　持 ��持ち物　料 ��料金　申 ��申し込み　問 ��問い合わせ

“子育てするなら山元町”   子育てイベント情報 “子育てするなら山元町”   子育てイベント情報

　子育て中の方がほっと一息できる場所です。お菓
子と飲み物を用意していますので、ふらっと遊びに
来てください。
時 � 2/14（金）、3/4（火）　10：00～12：00
場 � こどもセンター
対 � 未就学児とその保護者
申 � 不要

　参加した皆さんで2月生まれのお子さんをお祝い
します。誕生月のお子さんには手形と当日撮影した
写真をプレゼントします。
時 � 2/25（火）
� 10：00～11：00
場 � こどもセンター
対 � 未就学児　
申 � 不要

2月のお誕生会2月のお誕生会

　性の事を話すのは恥ずかしい、難しいと思ってい
ませんか？お家から始まる性教育はいたってシンプ
ルです。親子の関わりや人権、困ったときに対応で
きる声掛けや知識を学んでみましょう。
時 � 3/6（木）　10：00～11：00
場 � こどもセンター
講 � Studio　bloom　関本咲子さん
対 � 未就学児とその保護者（祖父母可）
定 � 15組　※見守り託児あり
申 � 3/5（水）まで

　診断ワークで楽しく続けられるお片づけをご案内。
さらに家の眠っていたお宝をリサイクル！
時 � 3/12（水）　10：00～11：00
場 � ふるさとおもだか館
講 � マキノハウス　牧野和子さん
対 � 未就学児の保護者　
定 � 15組　※見守り託児あり
申 � 3/11（火）まで

　牛乳パックをリサイクルして、迷路を作りましょう。
時 � 3/1（土）　14：00～15：00
場 � こどもセンター
対 � 町内小学生
申 � 各小学校から配布された
� チラシをご覧ください。
問 � こどもセンター
� ☎36-7251

　優しくマッサージしながら赤ちゃんとスキンシッ
プをとりましょう。
時 � 3/5（水）　10：00～11：30�
場 � こどもセンター
講 � 助産師　岩佐あけみさん
対 � 町内在住の生後2～7カ月の乳児
定 � 親子10組（先着順）　
� ※託児あり（申し込み時に伝えてください）
持 � バスタオル2枚、飲み物
申 � 2/28（金）まで
問 � こどもセンター　☎36-7251

　ボールにたくさん触れて、いろいろなボール遊び
を楽しみましょう。
時 � 3/7（金）　10：00～11：30
場 � こどもセンター
対 � 未就園児
申 � 不要
問 � こどもセンター　☎36-7251
� ☎36-7251

ベビーマッサージベビーマッサージ

親子であそぼう親子であそぼう～ボール遊び～～ボール遊び～

　財務省東北財務局によるパパママ向けのミニマネー
講座です。子育てにかかるお金の知識などを聞いて
みましょう。
時 � 2/17（月）
� 10：30～11：30
場 � こどもセンター
対 � 子育て中の方
申 � 不要
問 � こどもセンター
� ☎36-7251

時 � 2/18（火）　10：00～11：30
場 � こどもセンター
講 � ヨガインストラクター　大坪　恵さん
対 � 町内在住の産後3カ月～2年の方
定 � 8人（先着順）
� ※託児あり
持 � 動きやすい服装
申 � 2/14（金）まで
問 � こどもセンター
� ☎36-7251

　保護者同士で子育てについて話しながら、交流を
深めましょう。家庭教育支援チーム「つばめ」のメン
バーが子育てのヒントなどを紹介します。
時 � 2/20(木)　�10：30～11：30
場 � こどもセンター
対 � 未就学児とその保護者　※託児あり
申 � 不要
問 � 生涯学習課�生涯学習班　☎36-8948　

　親子でおひなさまを作ってお家に飾りましょう。
時 � 2/25（火）～2/28（金）
� 10：00～11：30�
場 � こどもセンター
対 � 町内未就園児
申 � 不要
問 � こどもセンター
� ☎36-7251

産後ヨガ産後ヨガ

ちびっこひろばきらり☆ちびっこひろばきらり☆
～つばめのがっこう～～つばめのがっこう～

ひな祭り製作ひな祭り製作

子どもたちの心を育む「書初め練習会」
　12月21日、こどもセンター主催「書初め練
習会」が元小学校教員の星禮子さんを講師に
迎え、こどもセンターで開催されました。
　当日は、小学校の3年生から6年生までの児
童6人が参加。児童は、アドバイスを受けなが
らそれぞれの課題に真剣な表情で取り組んで
いました。
　子どもたちは「先生から丁寧に教えてもら
えるので毎年楽しみにしています」「集中して
習字ができました」と話し、書き終えた書を見
ながら直接指導を受け、より深く理解を深め
ていました。

「親子で和む！子育てサロン」
　1月17日、こどもセンターで開催された
NPO法人子育てひろば夢ふうせん主催「子育
てサロン」は、7組の親子が参加。当日は、ポッ
プコーン作りを楽しんだり、参加者同士交流
したりと楽しい時間を過ごしていました。
　子育てサロンは、簡単な親子クッキングや
お茶会など子育て中の親子の交流を深め、子
育ての楽しさを共有し、アットホームなホッ
とできる場所づくりをしています。ぜひ遊び
に来てください。

笑顔があふれる「子育てイベント」開催報告

「お片づけとリサイクルのやり方」講座「お片づけとリサイクルのやり方」講座
～自分にピッタリなお片づけを知ろう～～自分にピッタリなお片づけを知ろう～
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こちら山元町駐在所

駐在さん通信

くらしの情報 くらしの情報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
延
長
窓
口
を
開
設

　
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
延
長
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
３
月
６
日
㈭

　
　
　
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
山
下
地
区
…
町
民
生
活
課

　
　
　
坂
元
地
区
…
坂
元
支
所

内
容

〇�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
サ
ポ
ー
ト

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

〇�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
登
録
サ
ポ
ー
ト

〇�

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の

更
新
手
続
き　
な
ど

問	

町
民
生
活
課�

窓
口
班

　
☎
37
‒
１
１
１
２

　
坂
元
支
所

　
☎
38
‒
０
３
０
１

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老

後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
終

身
年
金
で
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。

加
入
要
件

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
。

※�
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業

者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
特
徴

　
積
立
方
式
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自
由

に
選
択
で
き
ま
す
。

　
終
身
年
金
で
、
仮
に
80
歳
前

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
老
齢
年
金
が
死
亡
一

時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
保
険
料
の
国
庫
助
成
や
税
制

上
の
優
遇
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘

理
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問	

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
37
‒
５
１
１
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時　
２
月
12
日
㈬
・
18
日
㈫

　
　
　
10
時
～
11
時

場	

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室

入
会
条
件

〇�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

〇�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

主
な
就
業
内
容

　
屋
内
清
掃
、
屋
外
清
掃
、
植

木
剪せ

ん
て
い定
、
手
取
り
除
草
、
草
刈

り
、
農
作
業
補
助　
な
ど

問	（
一
社
）山
元
町
シ
ル
バ
ー

	

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
36
‒
９
２
１
１

「
よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
」　

認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

　
地
域
の
方
が
気
軽
に
集
い
、

人
と
人
と
の
和
を
築
き
な
が
ら

交
流
す
る
場
所
で
す
。

　
ミ
ニ
講
話
や
創
作
活
動
、
体

操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
脳
ト
レ
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
17
日
㈪

　
　
　
10
時
～
12
時

場
所　
ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館

　
１
階　
会
議
室
１

※
参
加
費
無
料
、申
し
込
み
不
要

問	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
37
‒
１
１
７
１

認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
の
交
流
会

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族

が
集
ま
り
話
し
合
う
場
で
す
。

認
知
症
の
専
門
職
が
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
19
日
㈬

　
　
　
10
時
～
12
時

場
所　
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り

　
ホ
ー
ル
３
階　
和
室

内	

容　
茶
話
会
、
気
分
転
換
の

軽
体
操
、
ゲ
ー
ム

※
参
加
費
無
料

問	
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
37
‒
１
１
７
１

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

の
実
施

２
０
２
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
守
り
た
い

未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
」

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
に
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。期
間
中
は
、山
元
町
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
、亘
理

消
防
署
山
元
分
署
に
よ
る
広
報

を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
空
気
が

乾
燥
し
ま
す
の
で
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問	

あ
ぶ
く
ま
消
防
本
部�

予
防
課

	

☎
22
‒
５
１
９
１

　
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合

が
発
注
す
る
工
事
、
業
務
委

託
、
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供

な
ど
の
入
札
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
行
い
、
承
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
７・
８

年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間�　

　
１
月
24
日
㈮
～
２
月
20
日
㈭

受
付
方
法�　

　
郵
送
・
宅
配
便
な
ど
に
よ
る

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
岩
沼
市
、
亘
理
郡
内
に
本

店
ま
た
は
支
店
な
ど
を
有
す
る

業
者
は
持
参
も
可
能
で
す
。

※�

持
参
す
る
場
合
、平
日
９
時

～
11
時
30
分
、13
時
30
分
～

16
時

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問	

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合

　
総
務
課
財
政
係　

　
☎
34
‒
７
７
３
７

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
手

続
き
や
車
検
は
お
早
め
に
！

　
毎
年
３
月
は
名
義
変
更
、
廃

車
な
ど
の
各
種
手
続
き
や
検
査

申
請
が
集
中
し
、
大
変
混
雑
し

ま
す
。
特
に
週
末
や
中
旬
以
降

に
集
中
す
る
た
め
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、�

こ
れ
ら
の
手
続
き
は

早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

窓
口
受
付
時
間��

　
８
時
45
分
～
11
時
45
分

　
13
時
～
16
時

　
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

問	

軽
自
動
車
検
査
協
会

	

宮
城
主
管
事
務
所

☎
０
５
０‒３
８
１
６‒１
８
３
０

不
動
産
を
相
続
し
た
ら

必
ず
相
続
登
記

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登

記
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

〇�

相
続
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
登
記

〇�

義
務
化
前
に
相
続
し
た
不
動

産
も
義
務
化
の
対
象

　
詳
し
く
は「
法
務
省
相
続
登

記
」で
検
索
ま
た
は
、登
記
の

専
門
家
へ
の
ご
相
談
は
、宮
城

県
司
法
書
士
会（
☎
０
２
２
‒

２
２
１
‒
６
８
７
０
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
月・水・金��

13
時
30
分
～
16
時
30
分
）

遺
言
書
は
法
務
局
に
預
け
る
と

安
心
で
す

　
詳
し
く
は「
法
務
省�

自
筆
証

書
遺
言
書
保
管
制
度
」で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

問	

仙
台
法
務
局

	

不
動
産
登
記
部
門

☎
０
２
２‒２
２
５‒５
７
６
７

	

仙
台
法
務
局�

供
託
課

☎
０
２
２‒２
２
５‒５
７
３
５

募
集

国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校

令
和
７
年
度
受
講
生
募
集

科
名	

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

	

②
職
域
開
発
科

募
集
対
象

①�

重
度
視
覚
障
害
者
で
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者

②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者

定
員　
①
５
人
②
10
人

訓
練
期
間

　
４
月
10
日
㈭
～
９
月
19
日
㈮

募
集
期
限　
２
月
28
日
㈮

選
考
日　
①
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　
②
３
月
18
日
㈫

選
考
場
所

　
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
費
用・
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、当
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。寮
を
希
望

の
方
に
は
、選
考
日
に
入
寮
審

査
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

問	�

国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

☎
0
2
2‒2
3
3‒3
1
2
4

第
15
回
亘
理
郡

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

日
時　
３
月
16
日
㈰

　
　
　
受
付　
９
時
～　
　

　
　
　
開
会
式　
９
時
30
分　

場
所

　
亘
理
町
佐
藤
記
念
体
育
館

　
（
亘
理
警
察
署
北
側
）

参
加
資
格

　
郡
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務・

通
学
す
る
方
、郡
内
で
活
動
し

て
い
る
方

種
目�　
　

�

①
中
学
２
年
生
以
下
の
部

　
男
女
シ
ン
グ
ル

②
一
般
の
部

　
男
女
シ
ン
グ
ル

③
ベ
テ
ラ
ン
の
部

　
男
女
シ
ン
グ
ル

（
大
会
時
の
年
齢
が
60
歳
以
上
）

参
加
費　
５
０
０
円

※
受
付
時
納
入

申
込
期
限　
３
月
７
日
㈮

申
し
込
み
方
法

　
町
民
体
育
館
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、体
育

館
の
申
し
込
み
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

問	�

山
元
町
卓
球
協
会
事
務
局

　
畠
山

☎
０
８
０‒１
８
５
１‒６
６
７
９

令
和
７・８
年
度

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合

一
般
競
争（
指
名
競
争
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

くらしの
情
報町からの情報は●～●

ページにも記載してい
ますので、併せてご覧
ください。

くらしの
情
報町からの情報は8～

14ページにも掲載し
ていますので、併せて
ご覧ください。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

くらしの
情
報町からの情報は●～●

ページにも記載してい
ますので、併せてご覧
ください。

くらしの
情
報町からの情報は12～

17ページにも掲載し
ていますので、併せて
ご覧ください。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

いちご収穫作業

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　
そ
の
バ
イ
ト
大
丈
夫
？

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
「
簡
単
に
稼

げ
る
」
と
い
う
募
集
は
犯
罪
の

実
行
犯
の
募
集
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

こ
ん
な
募
集
は
特
に
注
意
！

〇�

仕
事
の
内
容
を
明
ら
か
に
せ

ず
、
高
額
報
酬
を
う
た
っ
て

い
る
。

〇�

応
募
後
、
匿
名
性
の
高
い
ア

プ
リ
へ
誘
導
す
る
。

〇�

応
募
者
に
対
し
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
個
人
情
報
の
送
信

を
求
め
る
。

　
個
人
情
報（
家
族
を
含
む
）を

送
信
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

自
分
自
身
や
家
族
に
対
す
る
脅

迫
が
理
由
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪

組
織
に
利
用
さ
れ
、
犯
罪
の
実

行
者
と
な
れ
ば
あ
な
た
自
身
が

逮
捕
さ
れ
ま
す
。

　
う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
り
ま

す
。
冷
静
に
な
っ
て
犯
罪
者
に

な
る
前
に
思
い
と
ど
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

問	

山
下
駐
在
所	

☎
37‒０
０
２
４

	

山
下
駅
前
駐
在
所	

☎
37‒２
５
５
２

	

坂
元
駐
在
所	

☎
38‒０
３
２
９

亘理地区
行政事務
組合HP

学校HP
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納期限のお知らせ スマホで確定申告「e‐Tax」
税金情報 税金情報

JR常磐線山下駅・坂元駅の改札窓口営業時間変更のお知らせ

　町ホームページ「やまもとNOW」やFacebook・
Instagram（アカウント名：ヤマモトイロ）では、町
の旬な情報を発信しています。
　いちごやりんご、ホッキ貝などの特産品のほか、
イベントや観光スポット、歴史や文化、四季折々
の風景や話題など、町の魅力を紹介しています。
ぜひご覧ください。

町の旬な情報を発信しています

 問 �商工観光交流課
観光交流推進班
☎ 36-9837

ヤマモトイロ 検索

Facebook Instagram

くらしの情報 くらしの情報

　固定資産税(第4期)と国民健康保険税(第8期)の納期限は
2月28日(金)です。納期限までに忘れずに納付しましょう。
　町内の金融機関で申し込みができる口座振替は、安全で
確実に、外出せずに納税できるためとても便利です。また、
スマートフォンアプリを活用すると、ご自宅から納付する
ことができます。
　詳しい利用方法は、町ホーム
ページをご覧ください。

　所得税の確定申告は、マイナンバー
カードとスマホがあればカンタン便利に
手続きができます。国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」をご利
用ください。

問�税務課 納税班　☎37-1114
問�仙台南税務署 個人課税第一部門
　 ☎022-306-8001

亘
理
葬
祭
場
職
員（
会
計

年
度
任
用
職
員
）募
集

職
種

　
火
葬
業
務（
フ
ル
タ
イ
ム
）

人
数　
１
人

勤
務　
週
５
日（
シ
フ
ト
制
）

　
７
時
15
分
～
16
時（
早
出
）

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分（
定
時
）

雇
用
期
間

　
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

受
付
期
間

　
２
月
３
日
㈪
～
２
月
12
日
㈬

　
（
17
時
必
着
）

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）

試
験
日
時

　
２
月
19
日
㈬　

　
10
時（
面
接
試
験
）

合
格
発
表

　
２
月
25
日
㈫　
10
時

申
し
込
み
方
法　

　
任
用
申
込
書（
自
筆
、
写
真

貼
付
）を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
亘
理
地
区

行
政
事
務
組
合
総
務
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

�

問	�

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合　

	

総
務
課

　
☎
34
‒
７
７
３
７

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

総
合
職（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

受
付
期
間

　
２
月
３
日
㈪
～
２
月
25
日
㈫

第
一
次
試
験
日

　
３
月
16
日
㈰

一
般
職（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間

　
２
月
20
日
㈭
～
３
月
24
日
㈪

第
一
次
試
験
日

　
６
月
１
日
㈰

一
般
職（
高
卒
者
）

受
付
期
間

　
６
月
13
日
㈮
～
６
月
25
日
㈬

第
一
次
試
験
日

　
９
月
７
日
㈰

　
な
お
、
申
し
込
み
方
法
や
受

験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問	�

人
事
院
東
北
事
務
局

	

第
二
課　
試
験
係

☎
０
２
２‒２
２
１‒２
０
２
２

イ
ベ
ン
ト

歴
史
体
験
教
室

古
代
の
鏡
づ
く
り

　
も
の
づ
く
り
体
験
を
通
じ
、

郷
土
の
歴
史
や
古
来
の
技
術
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

体
験
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
15
日
㈯

午
前
の
部　
10
時
～
11
時
30
分　

午
後
の
部　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

対	

象　
ど
な
た
で
も（
小
学
４

年
生
以
下
の
方
は
付
き
添
い

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

定
員　
各
回
10
人
程
度

　
　
　
（
先
着
順
）

体
験
料　
1
人
８
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
代
な
ど
）

申
し
込
み
方
法

　
２
月
12
日
㈬
ま
で
左
記
窓
口

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問	�

歴
史
民
俗
資
料
館

	

☎
37
‒
０
０
４
０

や
ま
も
と
の
昔
話
を
語
り
継
ぐ

や
ま
も
と
民
話
の
会

「
民
話
語
り
」

　
「
き
つ
ね
と
い
た
ち
」「
辛
抱

す
る
気（
木
）」
な
ど
、
や
ま
も

と
民
話
の
会
の
皆
さ
ん
が
町
に

伝
わ
る
昔
話（
民
話
）を
中
心
に

語
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
15
日
㈯　

　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

※�

当
日
は
、
資
料
館
内
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問	�

歴
史
民
俗
資
料
館

	
☎
37
‒
０
０
４
０

製
品
販
売
会（
県
立
山
元
支

援
学
校
高
等
部
ひ
ま
わ
り
）

　
県
立
山
元
支
援
学
校
の
高
等

部
の
生
徒
た
ち
が
、
作
業
学
習

で
製
作
し
た
製
品
や
作
物
な
ど

の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
し
て
、
接
客
も
含
め

て
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
19
日
㈬

　
　
　
10
時
50
分
～
12
時
30
分

場
所　
フ
レ
ス
コ
キ
ク
チ
山
下

　
駅
前
店
前

内
容

　
作
業
学
習
で
製
作
し
た
製
品

や
作
物
の
販
売

問	�

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

	

（
担
当　
大
井
戸
）

	

☎
37
‒
０
５
１
８

亘理地区
行政事務
組合HP

人事院HP

丁寧に磨いてお気に
入りの鏡をつくろう！

山元町に伝わるお話をお楽しみください

　JR東日本では、3月15日（土）から山下駅および坂元駅の改札窓口の営業時間を変更します。
新しい営業時間にご注意のうえ、ご利用ください。
変更日　３月15日（土）
改札窓口営業時間

※年末年始期間中の改札窓口は営業しませんのでご注意ください。

問 係員不在時のお問い合わせ先
　ＪＲ東日本お問い合わせセンター（8：00～21：00・年中無休）
　☎050-2016-1600

駅　名 変更前 変更後

山下駅 （平　日）7:10～18:30
（土休日）8:10～18:30

8:40～16:00
※平日、土休日の区分けなし

坂元駅 （平　日）7:10～18:30
（土休日）8:10～18:30

（平　日）8:40～16:00
（土休日）営業いたしません

問 総務課 総務班　☎37-1111

　広報やまもとは、各戸配布のほか、役場・坂元
支所・つばめの杜ひだまりホール・中央公民館な
どにも設置しています。
　また、町ホームページやスマホやタブレット端末
などで読める無料アプリ「マチイロ」でもご覧いた
だけます。

マチイロアプリ
登録はこちらから

スマートフォン
アプリはこちら

「広報やまもと」をもっと身近に

国税庁HP
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　令和6年分所得申告相談が始まります税金情報

日 曜日 指定行政区など
（9：00～11：30） 会場

3 月 山下

中
央
公
民
館
2
階
大
ホ
ー
ル

4 火 大平
5 水 小平・合戦原・療養所・桜塚
6 木 つばめの杜西・つばめの杜東
7 金 高瀬
10 月 横山
11 火 浅生原
12 水

全行政区13 木
14 金

日 曜日 指定行政区など
（9：00～11：30） 会場

10 月 給与・年金収入のみの方
ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館

2
階
防
災
研
修
室

12 水 給与・年金収入のみの方
13 木 上平・中浜・磯
14 金 真庭
17 月 下郷
18 火 町
19 水 久保間・中山
21 金 給与・年金収入のみの方

中
央
公
民
館

2
階
大
ホ
ー
ル

25 火 八手庭・鷲足
26 水 花釜
27 木 笠野・牛橋
28 金 山寺

国民年金保険料の産前産後期間の免除制度のお知らせ

金融リテラシーを身に付けましょう

年金情報

消費生活情報

耳より情報

くらしの情報 くらしの情報

問 税務課 課税班　☎37-1114

　次の①～⑥にあてはまる方は、税務署での申告
が必要です。

①公共事業以外で不動産を譲渡された方
②株や先物取引など譲渡所得があった方
③ 令和6年中に住宅を新築、購入または特定増

改築し、住宅借入金等特別控除を申告され
る方

④ 初めて雑損控除を申告される方で損害額の
計算がお済みでない方、または過去に申告
をされた損失額の再計算が必要な方

⑤青色申告の方
⑥贈与税、消費税の申告をされる方

※ ご自身で作成した申告書を持参される方は、税務課および坂元支所に提出用BOXを設置しますので、
添付書類などを同封し、提出してください。(設置期間：2月3日(月)～3月7日(金))

※ インフルエンザなどの感染症予防のため、インターネット(e-Tax)や郵送での提出にご協力をお願い
します。申告方法は、各戸配布した「町県民税申告のお知らせ」に詳しく記載しています。

　仙台南税務署では、下記のとおり申告書作成会
場を開設しています。

開設期間　2月17日(月)～3月17日(月)
 ※ 3月2日(日)を除き、土・日、祝日

は開設しません。
開設時間　9:00～16:00
開設場所　アズテックミュージアム
 (仙台市太白区中田町字杉ノ下18)
※ 確定申告会場の混雑緩和のため、入場には入

場整理券が必要です。整理券はLINEから事前
発行と会場での配付もしています。詳しくは、
国税庁ホームページをご覧ください。

仙台南税務署での確定申告のご案内  仙台南税務署　☎022-306-8001(自動音声案内)

申告相談期間　2月10日(月)～3月14日(金)
午前の部   9：00～11：30　行政区などの指定あり(下記の日程表のとおり)
午後の部   13：00～15：30　行政区などの指定なし

日程表
2 月 3 月

　次世代育成支援の観点から、国民年金第１号被保険者が出産する場合に、出産前後一定期間の国民年金
保険料が免除される制度があります。
対象となる方
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年2月1日以降の方
国民年金保険料が免除される期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から4カ月間
　多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の3カ月前から最大6カ月間
　※出産とは、妊娠85日（4カ月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます）
届出方法
　お近くの年金事務所、または町民生活課、坂元支所へ届出用紙をご提出ください。
　届出用紙は、日本年金機構ホームページからダウンロードできるほか、年金事務所、町民生活課、坂元
支所窓口でも配布しています。
手続きに必要なもの
　母子健康手帳、本人確認できる書類(免許書、マイナンバーカードなど)
　※被保険者と子が別世帯の場合は、出生証明書および親子関係の分かる書類が必要です。
　詳しくは、下記にお問い合わせいただくか、日本年金機構ホームページをご覧ください。

　金融リテラシーとは、お金についての知識を正しく理解し、適切な判断ができる能力のことです。自分
には縁のないものと思う人もいるかもしれませんが、金融リテラシーを高めることでさまざまなメリット
があります。
投資詐欺などを避けられるようになる
　金融リテラシーの高い人は、投資詐欺などの金融トラブルに遭いにくくなります。
　「必ず儲かる」「あなただけ特別」などの投資詐欺でよくある勧誘トークを「おかしい」と適切に判断で
きるからです。
資産形成につながる
　金融についての知識を身に付けることによって、自分にあった金融商品を選ぶことができるようになり
ます。
　預貯金と違い、株式・投資信託・債券には元本割れの恐れがあります。金融商品を選ぶ際はリスクとリ
ターンの関係を理解し、自分のリスク許容度(どこまでの損失に耐えられるか)を把握することが大切です。
経済的に自立できる
　ライフプランに合わせた資金作りや家計のやりくり、節約などのお金の管理を合理的にできるようにな
り、「経済的に自立する」ことにつながります。
　ご不明な点は下記にご相談ください。

問 仙台南年金事務所　☎022-246-5111／町民生活課 窓口班　☎37-1112／坂元支所　☎38-0301

問 消費生活相談窓口（町民生活課 生活班内）　☎37-1112

　12月15日から1月10日までの期間、公会堂近くの広場
を会場に「下郷おもだかネットワーク」の皆さんが飾り付け
をしたイルミネーションが明るく輝いていました。
　地域の方々に喜んでもらおうと行われている下郷イルミ
ネーション。点灯式には多くの子どもたちも参加するなど、
期間中、地域の方々の心和む場所となっていました。

心が和み、地域で楽しむ「下郷イルミネーション」
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水道休日当番休日急患当番医
休日当番薬局

Information

情報局やまもと
各 種 相 談 2月14日から3月15日まで

 問 �保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

◆人 権 相 談	 2月20日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルやいじめ
などの相談
◆法 律 相 談 	2月25日（火）
法律に関する相談

◆消費生活相談 	 3月12日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務
などに関する相談

◆行 政 相 談 	 2月14日（金）、3月14日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

場所� ふるさとおもだか館　１階　会議室３
時間� 13：00～15：00　 問 �町民生活課�生活班　☎37-1112

◆生 活 相 談	 2月19日（水）
生活、家庭、老後などに関する困り事、悩み事相談

場所  役場�第1相談室　時間��13：00～15：00　 問 �町民生活課�生活班　☎37-1112

◆生活保護の相談（要予約）　2月19日（水）・3月5日（水）
病気などで生活に困っている方を対象にした、生活支援に関する相談
※�上記相談のほかに生活困窮者の自立に向けた相談も随時行っていますので、希望する方
は下記に予約してください。

場所  役場�第３相談室　時間��10：00～15：00　 問 �保健福祉課�福祉班　☎37-1113

◆青少年相談	 2月27日（木）
非行防止など、青少年の健全育成に
関する相談

◆登 記 相 談 	3月11日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に
関する相談

◆年 金 相 談 	3月13日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する
相談や労災・失業保険に関する相談

※いずれの相談も予約優先です。

◆健 康 相 談（要予約）
2月17日（月）・3月3日（月）13:30～16:00
保健師と栄養士が相談に応じます。前日ま
でにご連絡ください。
場所�保健センター
◆ヘルスチェックデー
2月17日（月）・3月3日（月）13:30～16:00
健康維持のために、血圧、体重、体脂肪率を
測定します。
場所�保健センター

◆発達相談（要予約）
3月3日（月）10:00～11:30
臨床心理士がお子さんの発達などに関する
相談に応じます。
◆こころの健康相談（要予約）
3月7日（金）13:30～16:30
精神科医が、無気力や不眠などの心身の不
調、ひきこもりなどの相談に応じます。

こども家庭センター事業
 問 �こども家庭センター　☎36-7644

診療時間  9：00 ～ 17：00
（歯科医院  9：00 ～ 16：00）

※�休日当番医は、急患患者の医療業務のみを
目的として実施しています。なお、休日は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

休日急患当番医

休日当番薬局

人口の動き
12月末現在［前月比］

 世帯� �4,879戸�〔� 6戸〕
  男  5,661人�（82人）�〔� 1人〕
  女  5,769人�（54人）�〔� 2人〕
 合計  11,430人�（136人）�〔� 3人〕
� 出生� 2人� 転入� 38人
� 死亡� 15人� 転出� 22人
� 婚姻� 2件
※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

水道休日当番

場所  こども家庭センター（こどもセンター内）
事業名 月　日 時　間 対象者

母子健康手帳交付 随時交付 8：30～17：15
（所要時間��1時間）本町に住所がある妊婦

育児相談
（保健師・栄養士） 3月3日（月）9：30～11：30 本町に住所がある子育て中の方

2/9
（日）

◆クラウド調剤薬局亘理店
　☎34-6627（亘理町）

2/11
（火・祝）

◆カメイ調剤薬局岩沼店
　☎32-7256（岩沼市）

2/16
（日）

◆宮城調剤薬局亘理店
　☎34-7092（亘理町）

2/23
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

2/24
（月・振）

◆せきや薬局
　☎22-2658（岩沼市）

3/2
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

3/9
（日）

◆調剤薬局いわぬま
　☎24-4375（岩沼市）

2/8（土） ◆木村工事㈱
　☎37-2853

2/9（日）
2/11（火・祝）
2/15（土）

◆㈱クリワダ
　☎37-0013

2/16（日）
2/22（土）

◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

2/23（日）
2/24（月・振）
3/1（土）

◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150

3/2（日）
3/8（土）

◆㈲阿部ホームサービス
☎37-3469

3/9（日）
3/15（土）

◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108

3/16（日） ◆木村工事㈱　☎37-2853

注）�当番業者の修理の状況によってはすぐに対応
できない場合もありますのでご了承願います。

2/9
（日）

◆やまだクリニック
　☎23-1107（亘理町）
◆おおぬき歯科
　☎022-383-9310（名取市）
◆南舘歯科医院
　☎24-4880（岩沼市）

2/11
（火・祝）

◆亘理整形外科
　☎34-5303（亘理町）
◆岩沼ふたき歯科
　☎23-1127（岩沼市）

2/16
（日）

◆山形外科医院
　☎34-3171（亘理町）
◆みうら歯科
　☎022-383-5711（名取市）
◆つばめの杜歯科医院
　☎23-1839（山元町）

2/23
（日）

◆板橋胃腸科肛門科
　☎34-8911（亘理町）
◆たまき歯科
　☎22-3229（岩沼市）

2/24
（月・振）

◆大友医院
　☎34-3204（亘理町）
◆名取中央クリニック(歯科)
　☎022-382-6231（名取市）
◆山形歯科クリニック
　☎34-2133（亘理町）

3/2
（日）

◆柿沼循環器科
　☎32-2871（亘理町）
◆大友歯科医院
　☎24-3151（岩沼市）

3/9
（日）

◆菊地内科医院
　☎37-3300（山元町）
◆清水歯科医院
　☎022-384-6338（名取市）
◆清水歯科医院
　☎22-2331（岩沼市）

注）�疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
場所 総合南東北病院1階

（夜間のみ開設）
時間 平日（年末年始除く）

19：00�～�21：30
　070-6635-9454に問い合わせ
の上、受診してください。

平日夜間初期救急外来

おとな救急電話相談	 #7119
こども夜間安心コール	#8000

献血にご協力ください。

２/１９
（水）

◆安住電機㈱
　受付時間��10：00～11：30�
◆役場
　受付時間��13：15～16：30

献 血
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